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1MaO2　 細菌細胞壁溶解 ・修飾酵素群の 総合的研究

　 　　 　 　 ○関ロ 順
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こ の 度は 「第 6 回生物工 学功 労賞」 を頂 く事 に なり、身 に 余る光栄 に存 じて お

ります と同時に 、私共 より学会運営 に もっと貢献 された先輩 方が居 られ る の に

と．大い に 恐縮 して い る次第で す。ご推薦
・ご支援 を頂 きま した 原島会 長を は

じめ関係 各位に深 く感謝い た してお ります。
私は 、2004 年 （平成 且6年度〉 か ら現在まで 8年間に 亘 り、関西支部委員 として

支部活動 の お手伝い をさせ て戴い て お り、201e 年か ら 2 年間は 田 中支部長の 下

で 関西支部副支部長、現在は 関西支部監事を勤め て お ります。 この 間、2007 年
の 第90 回およ び 、今年の 第 100 回醗酵学懇話会を大関株式会社本社工 場で 開催

させ て戴 きました 。
2005年 からは本 部の 評議員、20H 年か らは代議員 として 学会事業に 係わ り、特

に昨 年か らは、創立 90周年記念事業募金委員会委員 と して 、川面 委員長 の ご指

示 に よ り主に 清酒業界の 募金取 り纏 め を仰せ つ か っ て お ります。記念事 業募 金

に ご協力頂 きました 業界の 皆様 に厚 く御礼 申し上 げます。
清酒 業界 は 、長 引 く不 況 と飲酒 人 口 の減少 に よ り低 迷し てお ります が、こ う い

う時期 こ そ本 学会の 目的で もあ る産学官連携 を推進 して 、新 しい 分 野 に取 り組

む必 要が ある と考えて お ります。私共 も、清酒の 有効成分の 化粧品素材の 展開、
醸造副産物 の 付加価値を高め た食品素材の 開発等 を行 っ て きま した。今 後と も

微力 なが ら、業界 と学会の 発展 に貢献 して参 りたい と存 じます。
こ の 度は 「生 物工 学功労賞」誠 に、あ りが とうご ざい ま した。重 ねて厚 く御礼

申し上 げます。

細 菌は 自分 自身を 溶解する 自己 溶解酵素・細胞壁 溶解酵素を持ち，例 えば増殖

の 定常期後期に なる と 自然と 自己溶解が 始まる．また細菌ゲ ノ ム 中 に はプ ロ

フ ァ
ージ が コ ードさ れ て お り，そ の 誘発が起 こ る と細 胞は 溶解す る．そ の後の

研究か らさ らに ，細胞増殖，細胞分離，細胞 形態，運動性や 細胞分化、細菌 ア

ポ トーシス とも関係する 多様 で 重要な性 質を もつ こ とが解 っ て きた．著者等の

グ ル
ー

プは，モ デ ル 生物 で ある枯 草菌を中心 に 自己溶解酵素 とそれ らの 制御の

研究に萌芽期 か ら関わ り，こ の 分野を確立する とともに ，自己溶解酵素，修飾

酵素に つ い て 総合的な研 究を展開した，

（1｝ゲ ノ ム か ら推定され る 自己溶解酵素遺伝予 の 多様性

枯草 菌ゲノ ム の プロ ジ ェ ク トに加 わ り，塩基配列決定，未知ORF の 機能解析を

行 っ た，その 結果 30種類以上 の 自己溶解酵素遺伝 子の 存在が明 らかと な っ た、
一
般 に胞子形成 能を持つ 細菌 で は30〜40遺伝 子．非胞 子形成細菌で は 20〜30

の遺伝子 を持 つ もの が多 い ．こ の よ うに 多数の 自己溶解 酵素遺伝 子群は細菌
一

般 に み られ る現 象で あ っ た，

（2）栄養増殖期 の 自己溶解酵素 の 役 割

栄養細胞 で は LytC （CwlB），　LytD （CwlG），　LytE （CwlF）．　LytF （Cw1E），　CwlS，　Cw10 が

重要 な自己溶解 酵素 で ある．LytDがペ プ チ ドグリ カ ン （PG ）の グ リカ ン 部分 に作

用す るの に対 し，他 はペ プチ ド部分に作 用 し，後者の 4種 はDL 一エ ン ドペ プ チ

ダ
ーゼで あ っ た．LytE，　LytF，　CwlS は細胞分離 に 作用 し，さらに LytEとCwlO は

増殖 に も関与 して い た．

〔3）胞子形成 ・発芽期の 自己溶解酵素の 役割

増殖 の定常期 に 発現 する 自己溶解酵 素CwlH とCwlC は 母細胞 の溶解 に 関係 し，
細菌 の ア ポ ト

ー
シ ス と考 え られ て い る、胞子 形成

・
発 芽に 関 わ る 溶解 酵素遺伝

ff　cwlJ ，　ewlD を発 見 し，胞子 ペ ブ チ ドグ リ カ ン （コ ル テ ッ ク ス） の生 合成に 果

たす役割 を解 明 した．

（4）プ ロ フ ァ
ー

ジ，接合伝達 因 子，skin 因 子 に コ
ー

ドされ る 自己 溶解酵素

枯草 菌 で 最初 に 自己溶解酵 素遺 伝子 crvtA を ク ロ
ー

ン化 し，そ の後接合伝 達 因 子

に コ ードされ るCwlT，　SP−betaフ ァ
ー

ジに コ ードされ る CwlPの性 質を 明 らか に し

た，さ らに機 能 未 知 の 自己 溶 解 酵 素 Cw ］Q が PG 分 解 性 mura 皿 idase活 性 と lytic
transglycosydase活性 を合わせ 持 つ 極 め て特 異 な 酵 素で あ る こ と を証 明 した ，

（5）自己 溶 解 酵 素 制 御 及 び PG 修飾 酵素 の研 究

自己 溶 解酵 素遺 伝子 を制 御す る 2成分 制御系 の うち ，YVrGH を 明 らか に する と

と も に，YycFG2 成分 制御系に 支配 さ れ る LytE，　CwlO の 合成致死 に 関 わ る 仕組

み を提唱 した ．ま た細菌 で初 めて 自己溶解酵素活性 を阻 害す る タ ンパ ク 質lseA
を発見 し、細 胞形態に 関 与する こ とを示 した．PG 修飾酵素 として PdaA，　PdaCを

解析 し、こ れ ら酵素 は PG 成分の N．ア セ チ ル グル コ サ ミ ン とは 異な りN．ア セ チ

ル ム ラ ミ ン 酸部分 を脱 ア セ チ ル 化す る全 く新 しい タ イプの酵素 で あ り，後 者は

リ ゾチ
ー

ム 耐性 とも関係す る こ とを示 した．

〔6）細胞表層 工 学

自己 溶解酵素は細 胞表層 に局在す る ため の細 胞壁 結合 ドメ イ ン を持 つ ．複 数の

細 胞 壁 結 合 ドメ イ ン と、同 種お よ び A．oryzae の リパ
ー

ゼ と の融 合 酵 素 を作 り、
人 工 的 に 細 胞表層 に非共有結合で 局 在化す る技法 を開 発 し、細 菌 にお け る細 胞

表層局 在化技術の 概念 を確立 した ，さ ら にNEDO の プ ロ ジ ェ ク トの下 に表 層 の

修飾が 物質生産 に有効に 働 くこ とを示 し，物質生 産 に と っ て細 胞表層 改変 が潜

在的 に重要で あ る こ とを提唱 した ．
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